
出典：世界農林業センサス、農業センサス、
　　　　臨時農業センサス
         （昭和35年以降は農家以外の事業体を含まない）
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流域内の水田面積の変遷①流域内の水田面積の変遷①流域の概要
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水田面積は、昭和45年まで国の食糧増産政策もあり開田が盛んに行われたた
め、増加している。昭和45年以降は、畑作等への転換等もあり減少している。
現在の水田面積は、昭和25年と比較すると1.8倍になっており、流域の耕地面
積の約30％、流域面積の約4％を占めている。
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